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令 和 6 年 度  総 会 議 題 

 

 

   １．会長挨拶 

 

   ２．表彰 

 

   ３．日本連盟評議員会・東日本連盟総会報告 

 

   ４．北信越連盟会議報告 

 

   ５．協議事項 

 

     (1) 令和 5 年度事業報告 

 

     (2) 令和 5 年度決算報告 

 

     (3) 令和 6 年度事業計画(案) 

 

     (4) 令和 6 年度収支予算(案) 

 

     (5) 役員の変更等について 

 

     (6) その他 
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２．表  彰  （敬称略） 

2.1 令和 5 年度(公財)日本ソフトテニス連盟表彰 

  ○支部功労者   吉田健二（富山県ソフトテニス連盟副理事長：砺波市） 

〇優良団体    ウェーブ富山 

 

2.2 令和 5 年度日本ソフトテニス連盟強化チームについて【富山県関係者を抜粋】 

  ○全日本 U17 女子チーム 浦山 皐（和歌山信愛高校：小杉中卒） 

  〇全日本 U14 女子チーム 牧 優花（城端中学校） 

 

2.3 日本ソフトテニス連盟ランキング表彰【富山県関係者を抜粋】 

  〇社会人女子 ５位 早川日向（ナガセケンコー：高岡西卒） 

  〇ﾐｯｸｽﾀﾞﾌﾞﾙｽ ５位 早川日向（ナガセケンコー：高岡西卒） 

  〇高校女子  ９位 浦山 皐（和歌山信愛高校：小杉中卒） 

 

2.4 令和 5 年度富山県ソフトテニス連盟表彰 

  特別功労者表彰  髙辻則夫（富山県ソフトテニス連盟副会長兼理事長） 

 

2.5 令和 5 年度富山県ソフトテニス連盟表彰 

(1) 優良団体 

2.6 富山県ランキング表彰 

種別 第 １ 位 第 ２ 位 第 ３ 位 

小学男子 

鈴木 縁 

(福野ｿﾌﾄﾃﾆｽｽﾎﾟｰﾂ少年団) 

今中 碧威 

(氷見ｼﾞｭﾆｱｿﾌﾄﾃﾆｽｸﾗﾌﾞ) 

飯田 創太 

(庄川ｿﾌﾄﾃﾆｽｽﾎﾟｰﾂ少年団) 

高松 紘太 

(庄川ｿﾌﾄﾃﾆｽｽﾎﾟｰﾂ少年団) 

北山 悠暖 

(砺波ｿﾌﾄﾃﾆｽｸﾗﾌﾞ) 

桑江 陽向 

(砺波ｿﾌﾄﾃﾆｽｸﾗﾌﾞ) 

上田  直央 

(ふれあいｿﾌﾄﾃﾆｽｸﾗﾌﾞ) 

竹下 尚樹 

(ふれあいｿﾌﾄﾃﾆｽｸﾗﾌﾞ) 

小学女子 

小西 唯愛 

(砺波ｿﾌﾄﾃﾆｽｸﾗﾌﾞ) 

吉藤 珠里 

(砺波ｿﾌﾄﾃﾆｽｸﾗﾌﾞ) 

寺島 瑞希 

(高岡ｿﾌﾄﾃﾆｽ少年団) 

飴井 咲有 

(高岡ｿﾌﾄﾃﾆｽ少年団) 

山本 愛美菜 

(WING 射水ｽﾎﾟｰﾂ少年団) 

松岡 沙奈 

(WING 射水ｽﾎﾟｰﾂ少年団) 

菊本 実穂 

(WING 射水ｽﾎﾟｰﾂ少年団) 

中山 陽愛 

(WING 射水ｽﾎﾟｰﾂ少年団) 

中学男子 

前川 悠生 

(射水市立射北中学校) 

金子 凌也 

(射水市立射北中学校) 

老松 俊哉 

(砺波市立庄西中学校) 

齊藤 秀哉 

(砺波市立庄西中学校) 

森永 晴凪 

(D-club) 

榎本 光陽 

(D-club) 

大野 陽琉 

(D-club) 

髙澤 昊輝 

(D-club) 

中学女子 

小橋 聖那 

(小矢部市立大谷中学校) 

横山 柑奈 

(小矢部市立大谷中学校) 

高倉 都羽 

(射水市立小杉中学校) 

清都 奏乃 

(射水市立小杉中学校) 

牧  優花 

(南砺市立城端中学校) 

山本 優佳 

(南砺市立城端中学校) 

林  心美 

(南砺市立城端中学校) 

西川 葵星 

(南砺市立城端中学校) 

高校男子 

白井 瀬都 

(富山県立高岡商業高等学校) 

清島 一颯 

(富山県立高岡商業高等学校) 

西川 陽都 

(富山県立高岡商業高等学校) 

若林 健太 

(富山県立高岡商業高等学校) 

丸山 慈央 

(富山県立高岡商業高等学校) 

堅田 愛都 

(富山県立高岡商業高等学校) 

佐々木 禅叶 

（富山県立富山工業高等学校） 

金津 結大 

（富山県立富山工業高等学校） 

高校女子 

幅田 更紗 

(富山県立高岡商業高等学校)

湯淺 舞奈 

(富山県立高岡商業高等学校) 

清末 七生 

(富山県立高岡商業高等学校)

山本 莉音 

(富山県立高岡商業高等学校) 

高井 沙彩 

(富山県立高岡商業高等学校)

福田 唯子 

(富山県立高岡商業高等学校) 

石黒 いずみ 

(富山県立砺波高等学校) 

竹中 彩優菜 

(富山県立砺波高等学校) 

氏  名 表  彰  事  由 

ウェーブ富山 表彰規定第３条第２項(3) R5 全日本クラブ選手権 女子の部 3 位 
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３－１．本部評議会報告 

 令和 5 年度評議員会が、全国 47 都道府県代表等の評議員（富山県：山口崇和協議員）と本部役員等

が出席し、下記の通り、開催されました。 

 

☆ 定例評議員会：令和 5 年 6 月 25 日（日） 

  会場 ワタキューセイモア株式会社 5 階研修室 

 議題 (1) 令和 4 年度事業報告（案）について 

    (2) 令和 4 年度決算報告（案）について 

       

☆ 臨時評議員会：令和 6 年 2 月 11 日（日） 

    開催方法：オンライン会議 

・議決事項 (1) 第 1 号議案：令和 5 年度第 1 次事補正予算書（案）について 

        (2) 第 2 号議案：令和 6 年度事業計画書（案）について 

(3) 第 3 号議案：令和 6 年度収支予算案（等）について 

          ※詳細は日本連盟 HP を参照下さい。 

※以下に抜粋を記載 

第 2 号議案：令和 6 年度事業計画書（案）について 

令和6年度事業計画（案） 

ソフトテニスの普及振興を図り、国民の心身の健全な発達に寄与することを目的として、「ソフトテ

ニス の普及振興事業」「ソフトテニスの競技力向上事業」「ソフトテニスの国際振興事業」の 3 つの柱

に加え、 「組織・財政基盤の強化」を推進し、定款に定められた事業を推進していく。長期基本計画

（未来構想） および財務計画の策定、財政基盤の確立を行う。 また、連盟創立 100 周年を迎えるに

あたり、記念事業を行い、ソフトテニスの更なる発展に資する。 

Ⅰ．ソフトテニスの普及振興事業 

 

１．大会の開催および運営 

(1) 国内競技会を大会実施要項に基づき実施する。 

(2) 全日本選手権大会の開催地の固定化実施に向け継続調整する。  

(3) 大会運営体制について費用対効果を考察するとともに、大会の規模や開催方法について 継続検討 

する。 

(4) ST リーグのアピールや大会運営方法について検討する。 

(5) 全日本選手権大会、ミックスダブルス選手権大会、およびスポーツマスターズ大会の開催方 法に 

ついて検討する。 

(6) 全日本小学生選手権大会および全国小学生大会の個人戦におけるベンチコーチについ て検討す 

る。 

(7) 種別の名称の見直しを検討する。 

 

２．地域大会の支援 地域等における競技会開催の支援として補助金を交付する。 

 

３．加盟団体への支援 

(1) 地域クラブ、ジュニアクラブ等へ育成および運営支援のための会員登録料還元率の見直しを行う。  

(2) 各加盟団体事業を推進するための補助金制度について検証と検討を行う。 

・小学生大会への補助（47 都道府県×＠30,000 円） 

・中学生大会への補助（47 都道府県×＠30,000 円） 

・ソフトテニス愛好者増加対策事業への補助（47 都道府県×@100,000 円） 

・地域のソフトテニス振興と競技力向上への支援のため、ナショナルチーム選手を派遣する。 

(3) 運動部活動の地域移行の推進 
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各加盟団体等において運動部活動の地域移行を推進するため、運動部活動地域移 行推進委員 

   会が策定する運動部活動地域移行推進計画（Mission・Vision・Value）に基づ いて、次の事業等 

   に関する経費を補助する。 

① 地域クラブ設置推進事業 

スポーツ少年団及び小学生クラブチームを対象とした中学生競技者の定期的な 活動に関

する支援（ジュニア・ユーススポーツの活性化を目的とした定期的な活動 であること 

② 指導者確保・資質向上事業 

指導者の資質向上に関する施策への支援（JSPO 公認指導者資格・２級審判員 資格の新規

取得） 

③ レクリエーション志向大会事業 

中学生（U15）による都道府県規模の「チーム」を対象としたグレード別大会の開 催に向

けた支援（現存する学校部活動やクラブチームを問わず、誰とでも「チーム」 を編成して

参加できることができる大会であること。） 

④ 休日活動支援事業 

中学生（U15）を対象にした定期的な休日の活動に関する支援（年間 12 回程度。 学校や

年代を越えた練習会や交流会等であること。） 

(4) 関係委員会・加盟団体担当者による具体的な取組の検討 

運動部活動地域移行推進委員会を中心に、関係する委員会（生涯スポーツ、指導者 育成、競 

技、強化、審判等）と連携し、具体策を検討・実施する。 

また、各加盟団体等で抱えている課題等を情報共有し解決策を検討するため、全国担 当者会 

   議を実施する。 

 

４．広報活動の推進 

(1) 天皇賜杯皇后賜杯全日本選手権大会の放映について、地上波とネットチャンネルの費用対 効果を

検証し、見直しについて検討する。あわせて日本連盟主催大会等の放映を YouTube チャンネルを

活用して推進する。 

(2) ホームページ、YouTube チャンネル、SNS 他、新聞や雑誌等を活用した積極的な情報発信 を推

進する。 

(3) 機関誌および会員報の有効的活用法を検討し推進する。機関誌を電子版（PDF）でホーム ページ

に掲載する。 

 

５．各種資格等の制度推進と認定 

(1) 技術等級・審判員制度および指導等級制度、に基づいた資格認定を行う。 

(2) 大会参加の資格要件として技術等級資格が定められていない大会においても、資格取得 が望ま 

しいとして要項記載を推進し、技術等級の有資格者の増加を図る。 

(3) (公財)日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度有資格者の増加を図る。 

 

９．競技人口増加対策の検討 

連盟創立 100 周年を機に、ソフトテニスの更なる発展と、持続可能な組織体制強化を目指すため、

新たな会員増加対策の検討を行う。 

 

１２．テニスパーク棚倉の活用 

大会開催、競技力向上事業、指導者育成など、ソフトテニスの普及振興に活用していく。地域の 活 

性化に貢献できるよう、地域振興に繋がる活動をしていく。 

 

１３．全国会議・研修会の開催 

ソフトテニスを取り巻く諸課題について情報交換、意見交換を行い、中長期的なソフトテニス振 

興策を検討、コンプライアンス研修などを目的として加盟団体の代表者による会議・研修会を行う。 

 

Ⅱ．ソフトテニスの競技力向上事業 
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国際競技大会で№１となるために強化事業を推進する。あわせて、将来の日本を代表する選手 の発

掘育成のための競技者育成プログラムの推進、選手育成に不可欠な指導者育成に関する事 業を実施す

る。 

 

１．競技力向上事業の推進 

（１）競技者育成プログラムの推進 

・競技者育成プログラムの実施方法について検討する。 

・ジュニアジャパンカップ大会の開催方法および規模等について検討する。 

（２）強化合宿の実施 

（３）テニスパーク棚倉を競技力向上事業に活用 

（４）国際大会等、海外への選手等の派遣 

（５）強化スタッフの大会視察派遣 

（６）アンチ・ドーピング教育の推進 

（７）情報収集および分析結果の活用 

（８）医科学研究の活用 

（９）ナショナルチーム、全日本アンダーチームにコンプライアンス教育を行いトップアスリートと 

しての人間力向上をサポートする 

 

２．ソフトテニスの指導者育成 

指導者の資質と指導力の向上を図り、指導者の活動促進と指導体制の確立を図る事を目的に  

   次の事業を行う。 

（１）公認スポーツ指導者養成マニュアルの改訂版を整備して積極的に指導者養成を行い、公認スポ 

ーツ指導者の拡大を図り、地域の普及活動を充実させる。 

（２）スタートコーチ（教員免許状所持者含む）・コーチ１養成事業の促進について取り組む。 

（３）運動部活動の地域移行に伴うソフトテニスの普及に、（公財）日本スポーツ協会の開設した 指 

導者マッチングサイトの活用を推進する。  

（４）現行の指導教本を改訂し、新たな新指導教本を発行する。 

（５）指導者向けコンプライアンス等の研修について検討を行う。 

 

３．全国的な指導者研修会の実施 

令和 5 年度に引き続き中学校の運動部活動の地域移行をテーマとして研修会を開催する。 

 

Ⅲ．ソフトテニスの国際振興事業 

（１）国際ソフトテニス連盟(ISTF)、アジアソフトテニス連盟（ASTF）へ組織として積極的に参画す 

ることにより、国際的な地位を確立し、世界で愛されるソフトテニスを目指す。 

（２）ISTF、ASTF、各国ソフトテニス連盟(NF)と連携し、国際大会の定期的な開催実施を推進し、 

種目のルール化、ランキング制度の導入等を検討するとともに、国際大会への積極的な選手派 遣 

を行っていく。 

（３）国際普及のために動画の作成、発信を行うとともに、用具、用品の各国への支援及び購入ルー 

ト確立について検討する。 

（４）将来的なオリンピック参入の啓発活動に努める。 

 

〔各事業を推進するための組織と財政の強化、共通施策〕 

各事業を推進するためには、組織と財政基盤の強化、組織の健全運営が必要となる。共通施策と し

て、次の事業を実施する。 

１．青少年の健全育成および環境への取組 

（１）スポーツマンとしての倫理教育、青少年の健全育成の推進 スポーツ活動を通して自己責任及 

びフェアプレイの精神を身につけると共に、仲間との交流を通じて、コミュニケーション能力 

の向上や他人に対する思いやりなど豊かな人間性の育成 に取り組む。 

（２）環境への取組 環境宣言・フェアプレイ宣言の横断幕の大会時での掲示状況の確認および推進 



 - 6 - 

を行う。 

（３）指導者研修会や審判検定会および研修会においてマナーブック抜粋版を活用する。 

（４）JOC など他団体の取り組みの調査 

 

２．暴力根絶の徹底 

（１）「公益財団法人日本スポーツ協会及び加盟団体における倫理に関するガイドライン」に従い、  

「スポーツ界における暴力行為根絶宣言」の精神に則り、暴力の根絶の徹底を図る。 

（２）スポーツ界から暴力、暴言、ハラスメント等の不適切行為を根絶するための啓発活動を行う。 

（３）暴力の根絶徹底のため、通報窓口と指導基本規程違反の処理機関として、各支部に設置した違 

反救済申立処理委員会、日本連盟に設置した違反救済審査委員会を通して相談を受け入れ、指導 

基本規程に従った対応を行うとともに、相談窓口の在り方を再検討する。 

 

３．体制の強化 

（１）ガバナンスコードに基づいた組織運営を確保するため関係委員会における課題解決の推進と、  

役員等の体制の整備を行う。 

（２）加盟団体の組織運営においてガバナンスおよびコンプライアンスの強化を図れるよう努める。 

（３）効率的な組織運営を目指し、委員会・部会組織の見直しを図る。 

４．会員登録制度の推進 

運営基盤の確立と競技人口把握のため、会員登録制度の検証と見直しを行う。新システムへ の 

理解と登録を進めるため、前年度以上に現状を把握し改善に努める。 

５．財務計画の策定と財源確保 複数年での収支予測による財務計画を策定し、財政再建・スポンサ 

ー獲得部会と連携し財源確保を図る。また、会員登録料の見直しを検討する。 

６．中期基本計画（2022 年度～2026 年度）、長期基本計画（未来構想）（2022 年度～2041 年度）に  

基づき事業の検討と推進を行う 

 

３－２．東日本連盟総会報告 

令和 5 年度総会が、令和 6 年 2 月 11 日（土）11 時 00 分からリモート会議にて東日本連盟加盟都 

道府県代表者（富山県：山口崇和理事長代行）と東日本連盟役員が出席し開催された。 

 

以下に、要旨の抜粋を記す。 

議題 1．令和 6 年度東日本選手権について 

○開催日時：2024 年 7 月 20 日（土）～7 月 21 日（日） 

○開催場所：白子町サニーテニスコート、ニューカネイテニスコートほか 

      ※種別ごとのコート割り振りは、プログラムに記載する。 

一般男子 一般女子 男子 35 女子 35 男子 45 女子 45  

シニア男子 50・60 シニア女子 50・60 

 シニア男子 65・70 シニア女子 65・70 

シニア男子 75・80 シニア女子 75・80 

○高校生は 4 ペア以内  中学生は 2 ペア以内 

○一般男子および一般女子の部は技術等級制度 2 級以上の有資格者であること 

○全種別とも公認審判員の資格を有すること(審判ワッペン、イエローカードを携行)  

※大会要項は県連 HP に掲載済み 

※令和 7 年度東日本選手権大会は、富山県開催予定です。 
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４．北信越連盟関連 
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５．協 議 事 項 

（１）令和 5 年度事業報告 

 

【 総務部（事務局）】 

  １．日 本 連 盟 関 係    東日本連盟総会，日本連盟評議員会報告を参照 

             ・全国審判長会議（河村審判長） 

２．北信越連盟会議    北信越連盟関係会議報告を参照 

  ３．納      会    令和 5 年 12 月 10 日（砺波地区担当） 総合宴会場 ばんば 

  ４．理   事   会  第 1 回 令和 5 年 12 月 10 日（日）小矢部市民交流プラザ 

第 2 回 令和 6 年 2 月 23 日（金）富山県総合体育センター 

５．対 外 諸 会 議         

○県スポ協関係会議 令和 5 年 5 月 11 日，11 月 16 日，12 月 18 日，令和 6 年 3 月 4 日 

 

【 強化部 】 

１．富山県スポーツ協会強化事業【富山県スポーツ協会経費補助】 

○ 強化スタッフ・選手指定事業（保険加入補助，指定証発行） 

    総監督 １名 

    成年男子 監 督 １名，コーチ １名，選 手 ８名 

成年女子 監 督 １名，コーチ １名，選 手 ８名 

少年男子 監 督 １名，コーチ １名，選 手 ８名 

    少年女子 監 督 １名，コーチ １名，選 手 ８名 

    選手強化対策事業（組織強化補助：100,000 円） 

○ 合宿・遠征事業（競技力向上補助：3,679,300 円） 

○ アドバイザー招聘事業（トレーナー・片岡 淳：300,000 円） 

○ スポーツ道場開催事業（競技力向上補助：1,000,000 円）   

２．競技スポーツ振興事業【富山県スポーツ協会経費補助：小学生対象（200,000 円）】 

３．強化部会 

第 1 回  日時：令和 5 年 5 月 7 日（日） 

      会場：高岡スポーツコア本部管理棟 

     議題：強化費の配分ほか 

第 2 回  日時：令和 5 年 7 月 17 日（祝） 

      会場：高岡スポーツコア本部管理棟 

     議題：令和 5 年度以降の強化方針ほか 

   第 3 回  日時：令和 6 年 3 月 17 日（日） 

         会場：高岡スポーツコア サッカー・ラグビー場２階会議室 

        議題：令和 5 年度実績報告 令和 6 年度強化計画 ほか 

 

【 競技部 】 

※ 令和 5 年度の県内大会成績等については富山県ソフトテニス連盟ホームページをご覧下さい。 
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（３）令和 6 年度事業計画（案） 

 Ⅰ．事業方針 

    １．会員登録の促進 

  ２．競技力向上対策事業の実施【強化部】 

① 全国大会上位入賞のための強化事業 

・強化部長：宮﨑慎吾氏を中心にした強化体制の見直し 

・一貫指導体制構築によるジュニア層の強化 

  ヨネックス財団の助成による小学生の強化 (助成金額 400,000 円)  

   ※実施要項等については、別途連絡 

・富山県スポーツ協会等と連携した強化事業の実施 

② 北信越・東日本・全日本大会等の競技大会への派遣 

③ 競技者育成プログラムの推進 

・県内支部・小学生連盟・中体連・高体連・学連との連携 

・(公財)日本ソフトテニス連盟・北信越ソフトテニス連盟との連携 

④ 県内大会でのゼッケン着用の義務化 

３．生涯スポーツとしての「ソフトテニス」の普及促進 

①「ソフトテニスの週間」の実施 

② シニア・レディース層の普及・振興 

・ 全日本マスターズ大会への派遣助成 

・ 富山県レディース大会への支援 

・ 全国大会への派遣助成 

③ 中学・高校生の普及と強化 

・ ジュニアオープン大会の開催 

・ 競技者育成プログラムの推進 

・ ゴールドウィン財団の助成による中学生及び高校生の普及・強化(助成金額 1,000,000 円) 

④ 小学生の普及と強化の促進 

・ 富山県小学生ソフトテニス連盟の活動支援 

ジュニア競技者増加対策，強化対策 

ヨネックス財団の助成による小学生の強化 

・ 全国大会への派遣助成 

⑤ ソフトテニスのアピ－ルと周知 

    ・指導者のレベルアップを目ざした教本販売 

  ・各種メディアへの積極的なアピールを実施 

２． 審判等級と技術等級の認定 

① 審判部会を中心に審判認定、全国審判委員長会議等への派遣を行う 

② 1 級審判員を計画的に増員 

③ 技術等級の認定 

３．広報活動の活性化 

① ホームページのリニューアルと会員へのサービスの向上 

② 大会記録等のマスコミへの提供 

４．その他 

・学校と社会における活動の役割を検討 

・財政の健全化 
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（５）役員の変更等について 

   富山県ソフトテニス連盟 理事長について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）その他 

 

 


